
U.D.C.る2l.87る.ト る2l.33d.325
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要 旨

最近ホイストによる仙役作業がItl勅化♂つプ了l■↑りに進むに/〕れて,その他川ひん度が′a､故に高まり,ホイス川】

トロリ装置の申輸と軌条の輝糀問題が収り上げF)れるようになってきた｡今卜小義礎実験と実機試験とを行な

い,従来のフランジ車輪のフランジによる滑動走行案内方式のトロリにかえて,ガイドローラによる転勤走行

案内方式のトロリ装荷を新たに開発し,前宵の10舵以卜の寿命キ得た｡

1.緒 ロ

トロリ装置の車輪と軌条の炸耗閃鳳よ,最近のようにイ耶笠作業が

口勧化のプチ向に進み使用ひん度が激しくなるにつれて,顕著になっ

てきた｡この摩耗問題に関してほ,従来ほ_Fiiに車輪材質の向上ある

いほ硬度を変更する程度の改良がなされただけで,定件的,定量的

な摩耗の検討が行なわれず,摩耗の謂卜叶ナと考えられる多数の問題

な残していた｡申輪と軌条の悸附こついては鉄道技研l川2)など多く

の研究成果が発表されているが,装符(棟耶)や,申輪と軌条の形帆

材質などの点からホイストのトロリ装掛こそのまま適用できうると

考えられるものは少ない｡そこで今回･車輪および軌条の摩耗国了･の

究明と合理的なトロリ装揖の開発を臼標に,展礎試験,実機試験を

行なった｡以‾tTその折児と,新形トロリの惟能についてj心べるr､

2.車輪と軌条の摩矧こ関する検討

2.1車輪と軌条の摩耗現象

トロリ装掛ま駆動方式より大別すると下抑トロリ,鎖助トロリ,

電動トロリに分けられる｡申輪と軌条の樺耗はこれ仁)の椀種のうち

特に高ひん度に使用される電動トロリに起こる｡図1は普通形電動

トロリ什ホイストの外観図である｡図2に洋通形電動トロリの構造

を示す｡トロリモートルの回転力を左才ての減速南中を経て中輪に仁王

える構造で4輪駆動である｡ホイストはジスタントピースに設けた

つりピンによってつるされる｡図3にローヘッド形7昆動トロリの椛

造を示す｡ローヘッド形電動トロリはトロリモートルを有する駆動

部と,まったく駆動力をもたない従動部の分離した
棚∫飢

二つの構造からなり,駆動部の構成は普通形電動ト

ロリと同様で,2輪駆動である｡)ホイストは駆動部

および従動部のスイーベルピン部につるされる｡こ

れらのトロリ装置は軌条にⅠ形鋼を用いており,車

輪は架設されたⅠ形鋼の傾斜したフランジ面を走行

する｡正常走行状態では車輪のフランジ部と軌条側

面ほある間げきを有し,車輪の転勤跳のみが軌条と

接する｡車輪のフランジは山路走行時の蛇子_fを防止

するとともに,帥終末行時の車輪の案l勺の働きをす

る亡〕その際,申輪ほフランジ部を軌条側面に大きな

ノノで拝した状態ですべF)ながら転勤する｡したがっ
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て,巾輪と軌条の摩耗に関してほ11i輪転軌榔の転勤

による摩耗と巾輪フランジ祁のすべりによる摩耗とに桝ナて考えら

れる(〕図4にヰ七輪と軌条の牌脚犬況を示す｡･仇粂の転勤l宜iの樺耗は

軌条仝長にわたるが,車輪のフランノジ｢一子J;のすべりによる轢耗は仙終

において特に著しい｡

*ll_1'た製作所多賀'l二場

2.2 走行案内方式の検討

中輪の樺耗として最も重要視しなくてはならない部分はフランジ

の摩耗で,フランジの摩耗はトロリの蛇子fを激しくし,また軸路先

榊寺の案内が可く完うモとなり,やがては車輪が軌条に乗り+二げ,連子‾f

不能となる｡フランジの樺耗は軌条とのすべり摩擦に起l太けるた

め,摩耗を減少させるプ/法としてフランジを取F)除くことが考えら
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図4 小輪と軌条の摩耗
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表11t普通形電動トロリの車輪の面圧
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れる｡走行案州ま別に軌条側面に沿って転勤接触しながら案内する

ガイドローラを取り付けこれによって行なう｡ガイドローラほ街路

走行時の蛇行の防.1ト,曲路走行時の案内として作用しフランジに牛

じたすべり摩耗をころがり摩擦にかえ,摩耗を緩和させると同時に

走行抵抗を減少させ走行性能を高める働きをする｡

2.3 車輸転勤部の検討

転勤部の摩耗を考える場合,車輪と軌条相互の輝耗諸岡r▲の検討

が必要であるが,材質,硬度,すべりなどについてほ後述するので,

ここでは車輪の形状と面圧との関係について述べる｡

一般に両氏と摩耗が比例関係にあることは周知のとおりである｡

したがって,車輪の面圧の減少をはかるため合理的な車輪形状を検

討する必要がある｡図5に車輪と軌条の接触状況を示す｡車輪転勤

面は直交する二つの円で形成されているから,接触は点接触に近く,

接触面形状ほ2α,2みを長,短軸とする楕円形となる｡このときの

面圧はHertzの応力式(3)より(1)～(3)式で計算できる｡

只m｡､=j些__=1.5凡｡｡n.
27rα∂

α=椚i言(j昔三＋1苦)･若豊･Ⅳ‡-′3
み=__竺_.α ‥

I氾

ここに,且na又:最 大 面 圧

f㌔e｡m:平 均 面J王

Iγ:垂 直 荷 重

〟,∂:接触楕円面の長,

(kg/mm2)

(kg/mm2)

(kg)

短軸の長さ(mm)

(1)

(2)

(3)

レ.,レ2:車輪材,軌条材のポアソン比

El,E2:車輪材,軌条材の縦弾件係数(kg/mm2)

椚,乃:実 験 係 数

このHertzの応力式は材料を弾性体とし,変形はいずれも弾性

城J勺であるとしたものである｡表1に1t普通形電動トロリの車輪

の面圧を示す｡接触転勤による面圧と摩耗については,接触面はそ

の材料の圧縮降伏点をげ_5とする場合,An｡｡｡=1.1(7_5においてせ

ん断応力が最大となる部分に降伏が女台まり,ノ㌔e｡｡=2.8げ_Sに達す

jtば降伏城は圧縮噛付近をl絹むほどに広がり,転勤面の面舵はこの

辺の伯以下にすることが守ほしいといわれている(4)｡いま1t普通

形電軌トロリの中輪仕様に心けるl軒｢を検討すると,-てl上均両群87

二′ゝ

l州打 第48巻 第4-ゝチ

kg/mm巳は申輪材(機械構造用炭素鋼)のげ▼5=50

lくg/mm2,軌条材(Ⅰ形鋼で一般にSS41相当)のげ▼5

=30kg/mm2から塑性域にあるものと推測される｡

特に軌条材の詳解面肝ほ月､､｡an=2.8×30=84kg/

111m巳となり挺性域ほかな～)大きくなっており,梓椛

に及ぼす影響が大きいと考えられる｡このような影

饗を緩和するためにほ面托の低下をはかる必要があ

る｢痢虻は尺】またはガ巳を人きくすることにより低

下できるが月1を大きくすれば機構的,機能l抑こ問

題があるためβ已を大きくするほうがよい｡ただし

車輪ほⅠ形鋼の傾斜面を転勤するから,ガ2を大きく

すればするはど巾輪はrリすい形に近くなり,接触山

のl‖†転､11繹の差によりすべりが/卜ずるようになZ)｢,

3.基 礎 試 験

中輪と軌条の摩耗に関する一般的挙動をは秘するため,村民,樅

度の而から実験的に検討した｡

3.1試験方法と試験条件

試験ほ丙原式摩耗試験機を使用し,転勤径30¢,接触幅4mmの

｢り板状の試験什の一対を,布いに作附しながら転勤させ,倒詫械鼓

を測定する力法とした｡軌条1如こは一般に軌条として仕川さjLてい

るⅠ形鋼素材SS41相当と,特に製作した耐摩耗件のある低マンガ

ン鋼を,車輪材にほねずみ鋳鉄(表面チルド),ダクタイル鋳鉄,機

械構造用炭素鋼を使用した｡,特に樺械構造用炭素鋼ほ熱処揮条件を

かえ,硬度を4ランクに分けた｡

試験は室内外気中で行ない,潤滑ほ乾式とした｢.また試験時の耐

圧は最大100kg/mm2,すべF)は0%とした｡

3.2 試験緯果とその鳶察

図る,7に車輪材と軌条jオの摩耗1人況を示す.1これから次のことが

いえる｡

(1)摩耗ほある繰返し数をもって急激に＼ヒヒる｡これは試験什

表面の疲労き裂の発生時ノ亡､くと一致した｡したがって,材料

の各耐久限度はこのような部材の疲労き裂の発生に基づき

判断することができる｡

(2)ねずみ鋳鉄,ダクタイル鋳鉄とも機械構造用炭素鋼より早

い時期に疲労き裂が発生し,相手材SS41,低マンガン鋼

も同様で,また両者はねずみ鋳鉄,ダクタイル鋳鉄に関し

てはあまり差がない｡

(3)巾輪材としては機械構造用朕素鋼が最もすぐれており,耐

久限度は106～107rローである｡また硬度を上げると相手軌条

材は甲く摩耗するようになる｡)相手軌条材との摩耗関係に

おいて最も有利な硬度ほ硬度指数100のものである｡

(4)軌条材としての低マンガン鋼の耐摩耗性はSS41に比べる

と優秀で,特に使用ひん度の激しい場所に実用化すること

によりその成果が十分期待できるものと考えられる｡

以卜の仏挺試験結果より申輪材としては機械隅道川〃ミ素鋼に適切

な熱処刑を施したものとした｡

4.実 機 試 験

前述の検討および試験結果を適用L実状に打†った条件の下に,樺

耗の挙動をほ超し合理的なトロり装‾粁の開発を行なうため,実機に

よる走行試験を行なった｡

ん1試験装置と試験条件

軌条は一一機に使用されているSS41材のⅠ形鋼(250×125×7.5)

とラ仁子J･何が平らなH形鋼(250×125×9.9)の2柁輝とし,巾二路榔と､l乍

繹21Tlの州掛●耶を弔するループとし,山端のりミットスイ､ソチけ盲枚

ー42-
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｢､ち事･故山▼ノランンなし巾輪

(江ノ)+▲法は1MT,(釘L九TT〕を示す

巾輪形状とその-†て襲寸法

卜東18 試験軌条とトロリ与ヒまだた

l■l励fi三子吐出子+■‾させた.州l粍とれ路の比は7:3と非一.附こ過鮒7･な′仁子J`魚

什であるしふ(験に†ハしたトロリ装掛よ1t削迫形電動トロり(形式1

MT)と2tローヘッドJ停電軌トロリ(形式2JI-MT)の2機種であ

る.J一式駄ほ止俗称亜をつり,いずれも電淑は200V,50c/s,走行速

比ほ21m/1Tlinで行なったぐ〉.図8ほふ㌧験帆粂の一満とトロリ矧√ノたの

外観をホしたものである:_,

州釦別人心よぴ1竣､J`はを図9に′jミすリ フランジのない小輪にぉ

いてほ,フランジに代わるガイドローラを,1Ml'はフレームのいl梢㌫

に1対ず√〕4帆 2JIJMTは卜Fj様i･こ即効｢■抑こ4帆 従動榔に4帆

.汁8榊を似り什けたこ.･卜輪にほ機械構造川以東鋼を川い熱処即な施

した〔‥拭験はht外で子ナない,軌条およびトロリ装rl■■■たとも風ド】如こさFJ

されたままであるL

ん2 車輪および軌条の摩羊毛の測定方法

11叫論および軌条の樺紺よ仙郷｢l勺に発工Lするので,㍑㌻主共による山桜

測1山よ悶恍であり,また精増さにクこけるため,什如こよる型収りiこ

より付紙前iの乍体的な†川接洲心な子fなったり 付けは膨般率2%のも

ノ〕を一山l】Lた.なぉイh■iニの叩川丈りによる射惇はほとんどプ‡軽祝するこ

とができるし

ん3 試験結果とその鳶察

(1)フランジ中輪のフランジ榔の畔純

小輪の仲粍として巌も重要臥されているフランジの雌組よいず

JLの機構にこおいても州l路走行時のⅠ勺側がガイドとして作用するた

ふ㌧ 外側に比較して非絹1こ大きくなっているこ.これはフランジに

生ずるすべり樺擦によるものであり,嘩耗は始めきわめて緩慢に

進行するが,輝耗が進むとともに接触面は人きくなF),すべり摩

擦の影響を大きくうけこし激に樺耗が進行する｡図10に中輪のフ

単位mm
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Lヌ110 巾輪ソランジ榔の牌粍形状と

描触継起数との関係

ランジJ祁の煙耗形状とその進行状態をホす〔)このフランジJ祁〟)牌

托がさ仁)に遊子fするとやがてほガイド効児な失い,フ仁子十小能と

なる,｡

一ノケプランジiこ代わるガイドローラの峰粍は測址に仰せず,光

沢が｢Hた札り曳であー),ガイドとして使位にあるといえる｡なおガ

でドローラは機械隅造J【j炭素鋼に娼切な熱処〕1一粒施したもので

ある..

(2)軌条側血の惟純

図11は摩耗量の滋も人きい仙路1勺側の軌条側血の轢紙状態を

′Jミート)また図12はこれらの摩耗量を接触練返し数との関旅とし

てl判示したものである.｡摩耗域はフランジ車輪ではフランジの,

ガイドローラでほローラの接触面形状に沿って進行している｡ま

た,この場合もある繰返し数から樺耗の進行が急激となる｡ガイ

ドローラとフランジ車輪力式について,軌条側面が急激な摩耗を

始める継起し数(申輪通過凹数)を比較するとガイドローラのほ

うが約10倍艮諌≠命である｡

---43-
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(3)車輪および軌条の転勤何の摩耗

申輪と軌条の転勤面の定常摩耗を図13書こホす｡政1辻を施した

巾輪(フランジをとり,山率を大きくして面什ミを低卜させるとと

もi･･こ硬度指数を100とした車輪)の惟柑よ現Jt仲輪に比べていず

れも約1/2に減少し,面舵が定常倖耗に影響していることがオブか

る｡また,H形鋼の使用により車輪の摩耗はきわめて小さくなり,

この実用化ほ十分可能であり,好糸吉見が得られるものと期待さ

れる｡

図14,15にガイドローラソナ式による車輪と軌条の転勤面の鰊紙

状況を示す｡申輪は2～3×106の繰返し数におし.､て急激に摩耗が

増加した｡この現象は基礎試･験に認められたのと同様の疲労き裂

の発工Lに起lペするものと考え仁)れ,その発生が去§賂拭験iこ比較し

l八､時J抑こ発生したことほ走行時のrj】べり,風脚こよるさび,ゴ

ミなどの影響によるものと思われる｡車輪および軌条の寿命はこ

の披ノ方き裂の発生′亡土と考えることができるが,車輪の焼入層の探

さ,軌条の強度上の詳解厚さから決めるほうが一宏当であろう｡し､

ま,車輪の焼人深さを1.5mlllとすると,車輪の寿命はほぼ4.5～

5×106【叫となF),また軌条は強度上の許容煙純量を3mmとする

と8～9×105回(摩耗が3mmに達していないため,摩耗の頼も

大きい個所より推定した)を一応の寿命と考えることができる.こ､

巾輪と軌条の摩組ま測左肘所によりかなりの相違があり,すべり
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心よびr帥上の古詩響を麒_二削こ去ることができる､｡すべりは‥†l路走打

将の内側小輪に滋も多く生ずる｡また巾輪の接触部が短くなり,

耐一三が高くなる.二Jこれらの想条件が重なり,州路祁の1勺側車輪の

嘩耗が最も大きくなる｡軌条も同様に曲路内側に大きな摩耗が現

われる｡J

図1るに[む〔験後の車輪転勤面の煉耗形状を二,三示す｡転勤面

の端一郎こ見られる隆起状のまくれほ,初期の接触状態における車

輪と軌条のなじみの過程において生じたもので,高い接触応力に

よる局部的な塑性変形であると考えられる｡なじみが進むにつれ

此44-
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l当118 小輸と帆条の艇度分布(200kmノヒ村仲ノ∴り

2 4 6 8

練但し数｢×104)

[賀119 軌条転勤嫡の秘比変化

_上ii.付mm

担116 試験後の･卜輪転動向の形状(巾輪(彰)
④は1Ml',㊥,(り(よ2JLMTで,④,⑧ほ仙路でr勺似陀㊤は‥J【絡で外側な滋子rJ+く′

て,接触耐の両班が減少し,また表面硬化などの左汐響をうけ,変

形ほ弾性限内に止まるようになる｡したがって初期において生じ

た変形層はある程度以上ほ進行せず,そのまま転勤面の一部とし

てしだいに摩耗していくことになるt〕図17は試験後の[li輸の外

観写真で端面のまくれによる離脱がわかる｡

図18は200km走行時点の車輪と軌条の硬度分イl了を示したもの

である｡)また図19は軌条の硬度の変化と接触練返し数とのf対係で

ある〔J軌条の表面硬化ほ初期においてユ故に進み3×104l吐作出立

より,ほぼ一起となる｡そのときの硬化愉よ1mmまで止してい

る｡なお2,000km走行時出で硬度ほ†ド輪および帆条とも74～80

(指数)と何者が同等の値となった｡

次に摩耗の挙動として顕著に現われた摩耗耐久限度について麒

徴鋭組織より検討する｡一般に,このような耐久限度は疲労き裂

に起!大lする斑摩耗現象といわれている(2)(5)｡斑摩耗は転勤時の繰

返しJl三縮応こ刀により発生する微細な疲労き裂がすべり摩擦など接

+
軌策

小鴨

級洲仙叫
音_･

一 義

10

触j‾帥二作川するせん晰力によ

り瓜ずられ∴三弧状の大きなは

く離けの脱溝がみられる現象

である｡披労き裂の発生ほ接

触下のせん斬応力が最大とな

重層雇落雷鼻r転挺ル■原藁

図21新形電動トロリ付ホイ

スト(容呈1t)

るノエくにみられ(6),またすべり

など接触面に作用するせん断力の割合によって,疲労き裂は接触

表面に近づくことが知られている｡Smith上毛(7)ほ実験的にこれら

接触面に作用するせん断力の影響を求め,摩擦係数が1/3以上の

場合,疲労き裂は表面から発生するといっている｡このような研

究成果より当然車輪と軌条のき裂は表面から発生することがわか

る⊂ノ図20は試験後の車輪と軌条の転勤面の麒徴鏡写真で,いずれ

も表血からき裂が発生しており,またき裂の方仙ません断の力向

と一致していることがわかる｡急激な樺耗ほこのようなき裂の油

紙'l勺な充1二に†起因するものであると考えられる｡

5.新形電動トロリの開発と寿命試験結果

基礎ふ〔験および実検試験の成果を採り入れ,小形軽量で高性能を

†‾l倍享に新形電動トロリを開発した｡

5.1新形電動トロリの構造

図21に新形電動トロリ付ホイストの外観図,図22にその電動ト

㊤ 了1i輪転励l門i ⑧ 軌条帖動画の断面に生じたき裂の断【包i

l_文】20 ふ〔験後の転勤軸嫉徴捉組織写真(×25)

一45u

(9 車輪転勤而の墟摩耗の状態
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図22 新形電動ト ロリ(NT)構造ドl

ロリ揃の梢道を′Jこす.ワトロリモートルとしてはコーンタイプのブレ

ーキモートルを採川したり走子+こ案内はフレームに1たぃ)付けたガイド

ローラによって7Jない,車輪のフランジを似り除き転勤向の桝ノこほ

il拙三が減少するよう大きな枇車をもたせた√ノ ガイドローラによる袈

内としたことにより1Lh線榔における跳抗が減少したので駆動ソナ式を

JH別離動力式とした｡

5.2 寿命試験とその結果

1,2t新形電動トロリ(形式1,2NT)に/)いて#命試験を行なっ

た･-_)軌条は以外に袈殺したⅠ形鋼(250×125×7.5)でl亡亡路部と州路

榔をイ†し,川1路ほ1NTは)fl径1.3m,2NTは二l三径1.8mである｡

この軌条+二をl′Ⅰ軌fi三役追行させたしノ州路と山路の比は1,2NTと

も7:3である仁.トロリの仙終における址助平繕を上こidのように梯ノJ

小さくしたことほ,中輪と軌条に対してほ,過酷な佐川をしいるこ

とになるが,新形電動トロリは,ガイドローラの採用により,枚帖

的により小さな斤i川fト､仁繕の走行が叫能となり小伝柑iにしたために牡

ずる摩耗への障讃も取り除かれており,走行性能の向†二とともに小

愉の#命が延良さjtている｡試験は定格荷虫なつり,200V,50c/s

で,7仁子f速度21111/minで行なった｢ノ

図23にト朗南転勤面の樺椛を,図24に軌条の仲耗を′Jけ.+削血lラ

の糸-∫i来園14,15と比較すると什側駆動にしたことによる障謝よまっ

たく見られず,川1路克子川一甘の追従性も良好で,ン日常樺糀は申輪,■帆

粂いずれもきわめて小さい｡この実状より新形電動トロリの巾輪の

似秀性が衷f､j■けされる!二,また巾輪ほノ山LO半径を小さくしたにもかか

わらず悸純の進行がおそかった｡巾輪の配揖による相違も緩和され

4愉とも樺耗断面積からほあまり差がない｡軌条にほ11上l路I勺側に大

きな摩耗が生じた｡この件椛ほ旭川ド仁子羊を小さくしたため,山路J祁

でj勺側車輪がガイドローラにより引き降ろされ,巾輪との接触ノ1(が

仙灸の端線に移i′=帥l三が人きい仙になったためと考えらJtる､二J

る.結 口

+1イスト川トロリ装;詳の郎輪と軌条の摩耗に一入､て検.汁Lてきた

がその紡巣をまとめると次のようになる｡

(1)硯用トロリ装躍のフランジ車輪のフランジ抑糾毛にともな

う障喜ばガイドローラカ式を採用することによF)令面的に

除くことができる､ニーまた軌条側面の悸糀もフランジ中輪の

場合の1/10以下とすることができる｡
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l宝†23 小二輪虹動向の惟椛
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練.;生し放

lズ124 軌条転勤‾l巾の摩耗

5XlOl

(2)SS41の軌条の場合,一郎輪材としてほ現在使川している巾

で機械構造川炭素鋼が尼も適しでbi),また適切な熱処刑

を施すことによf),l■【イ老のノf命は向上する｡なお,基礎試

験により低マンガン銅の陵秀性が明｢て‾1となり,乍後高ひん

度佐川の条件卜において実川化が期待される｡

(3)巾輪の仙率を大きく収り,面旺を減少させることにより脾

耗を小さくすることができる｡またH形鋼の倣川ほ向圧低

下の面ですぐれている｡

(4)以上の検.吉+紙月ミを実川化することにより,従来の10†J■子以上

の#命が得らjLた〕

(5)仲托の一ユ激な増加ほ転勤伯‥こ生ずる繰返し川約心ルナゴよび

すべりによる披一方き要望の発/卜に起州する｡

んt米,･tt輪および軌条の峰附こついての心性的,止二削勺な′捌†iは

なさjtていなかったが,到り_lその一l‾郎を解明することができ,この

純米をとり人れて,全体的に小形軽量化した新形電動トロリを開発

した｡.性能ほ-･応所期のF_l標を桝足したが,今後さらに残されたr【_り

越についてjノlき続き検討する予出であるりなお本トロリ矧糾こつい

ては数件の特許を小ふ■沖である｡

損後に本稿作成に対しご指増,ご協力いただいたl_lJ二製作所l‾1占二

研究所のかたがた,ならびに関係糾:′二に乱古を一身ヨ‾る次第である｡

-46れ
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登録新案第588004号

頭 窪 新 案 の 紹 介 勤

傘歯車研削装置における歯当たり試験装置

従来傘齢申の射当たりを試験する場如こは,傘l如Iiを研削柴田よ

り取りはすL_,別に設けた試験装掛こ取付けて7fなっているため,

試験の結果再加1‾Lする場丁子,心札 および詞幣などに多大の‾多HJと,

段取時間が必要であった｢,本考案ほ上古亡の欠点を除去するため考案

したもので,図示のように,研削柊南当たり検査を行なう場合にほ,

まず一方の被研肖り傘歯車1の歯面に光明丹を塗布したのち,軸受3

側のナット4をゆるめ,被研削傘船中1をT満5にそって移動して

いr･i被研削傘射小1,2をかみ′ナわせ,位吊が決定Lたならば,ナット
4を締めて被研ぎ1り傘尚ヰ1をT粍5にそって移動しないようl.【iliてす

る｡この場介,他ブイの被俳F刊傘船小2は研削したときの状態にL_て

おく｡またボルト6をゆるめ,ウオームホイル軌7と,中空軸8とびつ

連綿を遮断する〔この状態で駆動掛9を駆動すると,他方の被研削

一傘歯車2は一方の被研削傘針車1とともに阿挺する√〕しかるのち,
駆動軸9の駆動を梓_LL二Lて耐被研削傘船中1,2のl‾叫kミを停止させ,

ナット4をゆるめて被研削傘歯ヰりをT油5にそって元の位置まで

l可動させれば,両被研削傘街中1,2のかみ介状態を知ることができ

る√)このときもL再加+二を必要とする場合にほ,再びナット4を節

〟),切換船中10を研削する側の街中11,12にかみアナわせて,湖東勅

榔9を駆動すれほ,右肘H3によりただちに研削することができる｡

したがって,この号案によれほ簡亡i与な拙作にてj一三怖な船当たり試駁

を行ナ亡ウニとができる効果をイfする｢. (人l‾り

登録新案舞745672号

/
10

12

＼
＼

U

2-､

軸流送風機における動翼および静軍国動装置

この考案ほ,1偶の榊統送風機にて院道内の換気,および排気を

行なう場介,軸流送風機の動翼,および静畢を換気用,および排気

用に応じて回動させる装置に係るもので,とくに相隣れる2個の動

翼,および静巽を衝突しないよう,互いに反対方向に回動させるよ

うにしたものである｡図はこの考案を静翼5･5に実施した場合を

示すもので,可逆電動機1が起動し,減速機2を介して交互に刻み

方向を異にする数個のウオーム軸3･3が同時に,伺一加ゎに回転

すると,これらのウオーム軸3･3とかみ合うウオームホイノし4を

介して数個の静翼5･5が同時に,かつ相隣れる2個の静翠5･5が

二住いに反対方向に回動する′､Lかるのち,数個の静糞5･5がそJl

ぞれ所定の角度同動すると,リ ミットスイッチ6が作動して11‾r逆電
動機1の起動が停止L･,数個の静巽5･5の阿動を同時に停止させ

る｡つぎにこの考案を動翼に実施する場合には,上記ウオームホイ

ル4をそれぞれ動実の軸端部に取付けることによって,上記と刷一

要簡にて動翼を回動させることができる｡Lたがって,この考案は,

軸流送風橙の外筒もしくは内筒にそって僅少な場所に設けることに

よって,動乱 および瀞現を｢リl動させることができる効果をイ了する【-.

(木lり

明 山 正 元･松木抑次郎
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